アンケート回答のお願い：線維筋痛症患者における自尊感情と ADL（日常生活機能）の関連性について

【お先に必ずお読みください】
※ 大変恐縮ですが、有効なデータ取集のため、本アンケートへの応答は＂「線維筋痛症(Fibromyalgia)」と診断されていらっしゃる患者本人様のみ＂に限らせて頂いております。何卒ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。
※ 線維筋痛症の病歴・疼痛の程度を問う、ややデリケートな質問がございます。もし質問に答えたくない場合は、無応答にして頂いて構いません。
――――――――――――――――――――――――
　私は中央大学文学部心理学専攻4年次に在学中の大学生で、線維筋痛症とベーチェット病を長年患っている患者でもあります。現在「線維筋痛症患者における自尊感情と日常生活機能（ADL）の関連性」を主題として卒業論文を作成しており、本アンケートは、そのために作成されました。
　本アンケートの実行およいデータの管理などを含めて、当卒業論文の作成の全過程には、大学の担任教授の指導のもとに、細心かつ慎重に臨んでおります。また、本アンケートで得られた全データは、卒業論文の作成において絶対的に必要な統計データとして大切に活用されることとなります。
　より多くの人に線維筋痛症という病気をほんの少しだけでも知るようになってほしいという、患者としての切実な思いで本研究および調査を行っておりますので、ご協力いただければ大変幸いと存じます。

●　アンケートの内容をよくお読み、ご応答下さい。あまり考え込まず思った通りにご回答頂ければ、より正確なデータを得ることができます。
●　本アンケートの質問は合計41項目、全4ページとなっております。（短答式2問、選択式39問）
●　答えたくない質問があった場合、無応答にして頂いても構いません。（その場合、提出頂いた他の応答を統計データとして使用できなくなる可能性がございます。）
●　本アンケートから得られた全データは、ランダムに、かつ全体で集計され、応答者の身元や個人情報が特定されることは一切ございません。また、得られたデータは全て、卒業論文作成とそのための研究以外を目的に使用されることは絶対にございません。
●　データの精度の向上を図るため、本アンケートへのご参加は1人様につき1回に限らせて頂いております。アンケート実施期間中すでに提出した回答を修正することは可能です。

大変お手数ですが、何卒ご協力をよろしくお願い申し上げます。


あなたの線維筋痛症の病歴はどれ程になりますか？発病されてからの闘病期間をご記入ください。
線維筋痛症の発病から今までどれ程の期間になるかを、おおよそでも構いませんので、次のような形式で数字でご回答下さい。※ 記入例）病歴３年：（３）/ 病歴３か月：（０.３）

数字のみ記入して下さい。


線維筋痛症によって、あなたが感じる痛みはどの程度ですか？一番当てはまるものを一つお選びください。

※真ん中の＜３＞を「痛みは確かにあるが、薬などでコントロールできている」に、＜２＞を１～３の真ん中程度、＜４＞を３～５の真ん中程度とみて、ご自身に一番当てはまると思われる項目をお選び下さい。

あまり痛みはない ~  耐えられないほど痛みが激しい

内容をよく読んで、選択肢のうち自分に一番当てはまるものを一つだけお選び下さい。 ※複数の返答を選ぶことはできません

質問をよく読んで、「はい（可能）」「いいえ（不可能）」の中から、自分に該当する方にチェックしてください。

ご回答が成功的に提出されました。ご回答大変お疲れ様でした。収集された全てのデータは研究にのみ使用し、セキュリティーに万全を期して大切に管理した上で、論文完成時直ちに全量安全に廃棄いたします。※ご質問やご意見、研究結果について知りたいことなどがございましたら、どうぞ遠慮なく私のメールアドレス（a14.8kmr@g.chuo-u.ac.jp）にてご連絡下さい。誠意をもってお答えいたします。ご応答に重ねてお礼申し上げます。
